
 いざ往かん！ 
◎「学びなおし」のできる人になろう 

産業革命以降、生産工程の自動化によって多くの工場労働者が職を失い、一方で大量のホ

ワイトカラーが生まれました。ただし、この工場労働者とホワイトカラーは必ずしも同一の

人々であるとは限りません。当時は、たくさんの労働者が事務仕事の再教育を受けることな

く失業したのです。そして今、人工知能の発達で再び多くの仕事が失われると言われていま

す。しかし、今回、私たちの社会には「教育」という強みがあるので、状況の変化に対応し

て新しい事を学ぶ、つまり「学びなおし」のできる人にとっては、むしろチャンスが増える

ことになるのかもしれません。 

では、「学びなおし」のできる人とはどういう人でしょうか。それは、「今も学んでいる人」

だと思います。「今も学んでいる人」とは、メタ認知力を発揮して自分を振り返り、主体的に

課題を設定して、学習経験を積み重ねている人です。そういう人なら、変化に対応しつつ自

分らしく生きられるでしょう。 

 

◎H31年度 センター試験 （1月１9・20日） 

【概要】平成 31 年度大学入試センター試験の志願者

は約 57 万 6 千人（昨年度 58 万人）で、そのうち現役

生の比率は 80.6％でした。高校卒業予定者の中でセン

ター試験に出願した人の割合は 44％で、過去最高の昨

年度より 0.6ポイント少なくなってはいますが、「私大

入試や国公立大推薦・AO 入試でのセンター試験利用

の増加」の影響で相変わらずとても高い数値です。 

【平均点】右の表は全国平均点です。国語と英語筆記

は 200 点満点、理科基礎科目とリスニングは 50 点満

点、それ以外は 100点満点です。得点調整は行われな

いと発表されました。得点調整は、「物理と化学」とい

った科目間で 20点以上の平均点差が生じ、これが試験

問題の難易度差に起因するとみなされる場合に実施さ

れます。今年度は全体的に目新しい出題が少なくて、昨

年度と比べると難易度も適切だったようです。その結

果、900点満点で文系は＋16点、理系は＋12点となり、

中・上位の得点者が増加しています。 

【新傾向】全科目について、「長い問題文」「対話形

式」「文章や図表を組み合わせた題材」が以前より増

えていますが、昨年との比較ではそれほど目立ちませ

ん。現 1年次生の受験ではセンター試験が「大学入学共通テスト」となり、国語と数学に記

述問題が加わって、英語も読解とリスニングに特化する予定ですが、その他の点での変化は

落ち着きを見せたのかもしれません。大切なのは、読解力・多角的視点・情報処理能力・論

理的思考力・表現力などを合わせた言語運用能力であり、中でも最も大切なのは、読解力だ

ろうと考えられます。 

 

（テストの後ですぐ見直し、返却されたらまた見直し、です） 

科目 本年 昨年 差 

国語 121.6 104.7 16.9 

世史 B 65.4 68.0 -2.6 

日史 B 63.5 62.2 1.3 

地理 B 62.0 68.0 -6.0 

現社 56.8 58.2 -1.4 

政経 56.2 56.4 -0.2 

数ⅠA 59.7 61.9 -2.2 

数ⅡB 53.3 51.1 2.2 

物理基 30.6 31.4 -0.8 

化学基 31.2 30.4 0.8 

生物基 31.0 35.6 -4.6 

地学基 29.6 34.1 -4.5 

物理 57.0 62.4 -5.4 

化学 54.7 60.6 -5.9 

生物 62.9 61.4 1.5 

地学 46.8 48.6 -1.8 

英・筆 123.3 123.8 -0.5 

英・リ 31.4 22.7 8.7 
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1年次生へ 大学合格は、ゴールではありません。日々、充実した高校生活を送った

先の、さらに充実した人生へのスタートです。今は、将来の自分の姿や、仕事、専門分

野などを夢見ながら、それを原動力にして勉強や部活動等に励みましょう。「学力や成

績の差」というのは、たいてい、「努力の差 X 時間」が数字に表れたものにすぎま

せん。何事も、焦らず、投げ出さないことが肝要です。探究の「課題設定」は、問題を

深く突き詰めるという意味でみなさんにとっては初めての経験かもしれません。それだ

けに、大切に取り組んでもらいたいと思います。 

2年次生へ 「3年次ゼロ学期」の今からやれば間に合います！ 土日や家庭学習期

間を上手に利用して、国・数・英の基本を定着させてください。加えて、今年のセンタ

ー試験を解いてみることが大切です。目標値と現時点の実力の差を明確にして、

具体的な対策と計画を立てましょう。同時に、現在、想定している受験科目を減ら

さない覚悟を決めましょう。科目を絞るたびに、進路の選択肢は狭くなってしまいま

す。また、模擬試験は、復習はもちろんのこと、結果分析もきちんと行ないましょう。

ちなみに、一概に「B判定」と言っても、10人中 9人合格する「B」もあれば、半分しか

受からない「B」もあるのです。勇気を持って現実に立ち向かいましょう。 

 


